





The Media that Produced ＂AKUTAGAWA”
: the Strategy of the Osaka Mainichi Newspapers
Mioko Shinozaki
Abstract
The image of ＂Akutagawa＂ as an exponent of ＂the cause of art for art＇s sake＂ is 
not an inherent attribute of the writer.  Akutagawa was closely related to The Osaka 
Mainichi Newspaper as an associate and also as an employee from the end of 1917 
until 1924.  During that period, what was expected of serial novels for the newspa-
per shifted from something〈between historical legends and traditional Japanese 
storytelling〉to that〈between pure literature and traditional Japanese storytelling〉. 
Akutagawa first appeared in the paper as a writer of the former.  Subsequently, how-
ever, Kan Kikuchi came to occupy the role of the writer of the latter with his Shin-
ju-Fujin（Pearl Lady）.  Akutagawa＇s manifestation as an exponent of ＂the cause of 
art for art＇s sake＂ may have been the sole option left for him in the above-described 
circumstances.
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朝刊 8頁，夕刊 4頁に拡張されている。その中で連載読み物は，朝刊 1面に
鷗外の史伝（ 2段相当・挿絵なし），朝刊 4 ～ 5 面上部に長編小説（ 3段ま






























































































































































































































































1912. 7. 20～11. 19），「金色の死」（『東京朝日』1914. 12. 4～12. 17），「鬼の


















































































































夕刊「創作」欄に「藤十郎の恋」（1919. 4. 2～4. 12）「友と友との間」





















































































2 ）  1927年 7 月24日は日曜日であったため夕刊がなく，芥川がその日の未明に自殺を




























































































































37）1920年 6 月 1 日～ 8日朝刊に連日掲載。
38）菊池は1924年 5 月に春陽堂から「読物文芸叢書」を創刊，第一篇白井喬二『寶永
山の話』，第二篇長谷川伸『夜もすがら検校』以下を世に送るが，その広告（「新
小説」1924. 5）で，「近頃の創作はちつとも面白くない　と云つて講談はどうも，
といふのでその中間を行く「読物文芸」が勃興し来つたのである」と述べている。
39）片山宏行『菊池寛の航跡―初期文学精神の展開―』（和泉書院，1999. 9）
40）第14回東アジア日本語・日本文化フォーラム（上海外国語大学　2013. 3. 16）にて
―　　―239
「芥川」をつくったメディア―『大阪毎日新聞』の小説戦略―
口頭発表した「1921年『大阪毎日新聞』の中国報道――芥川龍之介「上海游記」
を核に――」に基づく。
41）大阪毎日新聞社　荒木利一郎編『大阪毎日新聞五十年』（大阪毎日新聞社，
1932. 3）
42）「よみうり抄」（『読売新聞』1924. 1. 18）に「芥川龍之介氏「大阪毎日新聞」属託
であつたが解任になつた」とある。
43）前田愛『文学テクスト入門』（筑摩書房，1988. 3）
補）本稿は，国際芥川龍之介学会第 8回大会（ハイデルベルグ大学　2013.11.1）にて
口頭発表した内容に基づくものです。会場での貴重なご指摘に感謝いたします。
また，森鷗外の史伝については，井上優氏（早稲田大学非常勤講師）のお教えを
仰ぎました。心より御礼申し上げます。
